
は
じ
め
に

本
稿
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
の
『
東
京
日
日
新
聞
』（
以
下
で
は
『
東

日
』
と
略
す
）
に
つ
い
て
、
そ
の
紙
面
構
成
を
明
ら
か
に
し
て
「
言
論
面
」（
社

説
・
投
書
）
と
「
報
道
面
」（
雑
報
や
外
報
等
）
の
関
係
性
を
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

明
治
期
の
新
聞
界
で
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
『
東
日
』
は
、
こ
れ
ま
で
「
言

論
面
」
―
特
に
主
筆
の
福
地
源
一
郎
が
執
筆
し
た
社
説
が
主
に
分
析
の
対
象
と
さ

れ
て
き
た
（
１
）
。
そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
時
期
に
見
ら
れ
た
新
聞
界
の
変
化
を
表
す
概

念
と
し
て
「
政
論
新
聞
化
（
２
）
」
と
い
う
語
句
が
用
い
ら
れ
、
各
紙
に
お
け
る
社
説
欄

の
常
置
化
が
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
近
年
で
は
、
各
紙
が
政
論

を
重
視
し
始
め
た
こ
と
に
伴
い
、
新
聞
間
の
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活

発
化
し
た
点
を
「
公
論
」
慣
習
の
形
成
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
す
る
動
き
も
見
ら

れ
る
（
３
）
。
こ
う
し
た
分
析
視
角
が
明
治
初
期
の
メ
デ
ィ
ア
史
を
考
え
る
上
で
重
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
例
え
ば
『
東
日
』
を
見
て
も
、
同
紙
の
紙
面

全
体
に
お
け
る
社
説
欄
の
割
合
は
約
三
〇
％
に
過
ぎ
ず
、
あ
く
ま
で
社
説
も
『
東

日
』
と
い
う
新
聞
を
構
成
す
る
一
要
素
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
事
実
は
看
過
さ
れ
が

ち
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
社
説
が
新
聞
と
い
う
商
品
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
ま
ず
は
そ
の
全
体
像
を
押
さ
え
た

上
で
、
同
紙
が
社
説
や
投
書
を
紙
面
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
を
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
の
「
報
道
面
」
に
つ
い
て
も
、
先
行
研
究
で
全
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。
杉
浦
正
は
、
同
紙
が
い
ち
早
く
「
速
報
体
制
」
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
の
西
南
戦
争
で
は
複
数
の
記
者
を
派
遣

し
て
取
材
に
当
ら
せ
る
こ
と
で
「
報
道
主
義
」
を
確
立
し
た
と
指
摘
す
る
（
４
）
。
他
に

も
概
説
書
で
は
、
同
紙
が
「
太
政
官
記
事
印
行
御
用
」
を
掲
げ
て
い
た
た
め
、
そ

の
「
記
事
の
正
確
さ
」
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
指
摘
さ
れ
る
（
５
）
。
た
だ
、
こ
う

し
た
特
徴
が
具
体
的
に
ど
う
紙
面
に
表
れ
た
の
か
、
ま
た
「
言
論
面
」
と
は
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
等
の
点
は
未
だ
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

『
東
京
日
日
新
聞
』
の
基
礎
的
研
究

―
―
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
を
対
象
に
―
―

團

藤

充

己

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
十
九
号

二
〇
一
五
年
三
月
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し
か
し
、
対
象
を
明
治
八
年
に
限
定
し
て
も
、
同
時
期
に
報
じ
ら
れ
た
記
事
は

膨
大
で
、
そ
の
全
て
を
分
析
す
る
こ
と
は
物
理
的
に
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
時

の
『
東
日
』
の
紙
面
が
い
く
つ
か
の
欄
目
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
い
た
点
に
注
目

す
る
。
即
ち
、
各
欄
目
の
性
格
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
設
置
回
数
や
分
量
を
調

べ
、
各
月
の
紙
面
構
成
―
ど
の
よ
う
な
性
質
の
情
報
が
紙
面
に
お
い
て
ど
れ
ほ
ど

の
割
合
を
占
め
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
同
紙
の
全
体
像
を
把
握

す
る
こ
と
に
努
め
る
（
６
）
。
ま
た
、
単
に
紙
面
構
成
の
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
そ
こ
か
ら
同
紙
の
編
集
方
針
に
つ
い
て
も
可
能
な
限
り
分
析
を
進
め
て
い

き
た
い
。

最
後
に
、
対
象
と
す
る
期
間
を
明
治
八
年
に
限
定
し
た
の
は
、
紙
幅
の
問
題
も

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
こ
の
時
期
に
同
紙
の
部
数
が
飛
躍
的
に
伸
び
、
新
聞

界
に
お
け
る
主
導
的
な
立
場
を
確
立
し
た
こ
と
（
７
）
、
さ
ら
に
は
第
二
次
民
選
議
院
論

争
（
三
月
〜
四
月
）
や
江
華
島
事
件
（
一
〇
月
〜
）
等
の
重
大
事
件
が
立
て
続
け

に
起
こ
り
、
そ
の
影
響
が
紙
面
構
成
に
も
現
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
（
８
）
。

以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
そ
の
紙
面
構
成
と
い
う
視
点
か
ら
、
明
治
初
期
の
新
聞

界
に
て
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
た
同
紙
が
他
紙
と
は
ど
の
よ
う
な
違
い
を
有
し
て

い
た
の
か
、
そ
の
独
自
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

一
�
明
治
八
年
当
初
の
紙
面
構
成
―
一
月
・
二
月
を
対
象
に
―

一
―
一
�
明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
一
二
月
の
紙
面
改
革

明
治
八
年
の
『
東
日
』
の
紙
面
を
考
え
る
に
当
た
り
、
ま
ず
明
治
七
年
一
二
月

の
紙
面
改
革
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
紙
は
一
一
月
三
〇
日
に
「
此
幅
の
紙

は
是
れ
で
お
し
ま
ひ
」
と
の
社
告
を
出
し
、
翌
月
二
日
よ
り
従
来
の
紙
面
を
刷
新

し
た
新
紙
面
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
社
史
で
は
、
主
な
変
更
点
と
し
て
�
紙
面
の

拡
張
（
横
三
段
二
頁
↓
縦
三
〜
五
段
四
頁
）
�
「
太
政
官
記
事
印
行
御
用
」
の
公

達
文
の
掲
示
�
社
説
欄
の
常
置
化
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
（
９
）
。
こ
の
う
ち
�
・
�
に

つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
『
東
日
』
の
「
御
用
」
化
や
「
政
論
新
聞
化
」
と
の
関
連

性
か
ら
先
行
研
究
で
も
言
及
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
�
に
よ
っ
て
そ
の
紙
面
構
成

が
大
き
く
変
化
し
た
点
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
考
え
る
に
当

た
り
、
ま
ず
は
同
紙
が
一
一
月
に
政
府
へ
提
出
し
た
「
新
聞
原
稿
（
１０
）
」（
新
紙
面
の

構
想
案
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
「
原
稿
」
は
全
四
頁
構
成
、
計
一
一
の
欄
目
が
置
か
れ
、
う
ち
六
つ
に
は

そ
の
性
格
に
つ
い
て
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
な
構
成
を
見
る
と
、
い
わ

ゆ
る
近
代
的
な
新
聞
に
必
要
と
さ
れ
る
欄
目
は
一
通
り
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
特
定
の
情
報
に
特
化
し
た
と
言
う
よ
り
は
、
多
様
な
情
報
を
万
遍
な
く

扱
お
う
と
す
る
紙
面
構
成
と
言
え
よ
う
。
こ
の
「
原
稿
」
の
構
成
が
新
紙
面
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
《
参
考
資
料
�
》
に
ま
と
め
た
が
、
名

称
等
の
変
更
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
「
原
稿
」
の
構
成
が
踏
襲
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
新
紙
面
で
扱
わ
れ
て
い
る
情
報
を
そ
の
性
質
毎
に
分
類
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
（
１１
）
。

・
言
論
面：

「
東
京
日
日
新
聞
」（
社
説
）・「
寄
書
」（
投
書
）

・
報
道
面：

官
庁
情
報
…
「
太
政
官
記
事
」「
公
報
」「
公
判
」、
各
省
庁
の
「
録

事
」
等

国
内
情
報
…
「
雑
報
」「
物
価
」「
相
場
」「
広
（
公
）
告
」「
報
告
」

海
外
情
報
（
１２
）
…
「
外
報
」「
電
報
」「
論
説
」

な
お
「
論
説
」
欄
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
中
に
二
二
回
設
置
さ
れ
、
こ
の
う
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ち
一
九
回
（
一
月
一
三
日
・
二
月
一
三
日
・
二
五
日
を
除
く
）
は
海
外
紙
の
記
事

を
転
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
海
外
情
報
の
項
目
に
「
論
説
」
欄
を
分

類
し
た
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
よ
り
『
東
日
』
の
編
集
方
針
が
反
映
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
項
目
（
太
字
で
示
し
た
欄
目
）
に
つ
い
て
、
そ
の
増
減
を
分
析

し
、
ど
の
よ
う
な
性
質
の
情
報
が
紙
面
で
ど
れ
ほ
ど
の
割
合
を
占
め
て
い
た
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
（
１３
）
。

一
―
二
�
新
紙
面
の
「
原
型
」
に
つ
い
て

で
は
、
明
治
八
年
当
初
の
『
東
日
』
は
ど
の
よ
う
な
紙
面
構
成
を
し
て
い
た
の

か
。《
参
考
資
料
�
》
は
、
上
図
が
欄
目
の
各
月
に
お
け
る
設
置
回
数
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
下
図
が
各
欄
目
の
情
報
を
性
格
（「
社
説
」「
国
内
情
報
」「
海
外
情

報
」「
投
書
」）
毎
に
分
類
し
、
紙
面
に
お
け
る
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
た
も
の

で
あ
る
（
参
考
資
料
�
・
�
も
同
様
）。

こ
れ
よ
り
同
紙
の
一
月
・
二
月
の
紙
面
構
成
を
確
認
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

○
一
月

社
説
（
二
四
％
）・
国
内
情
報
（
四
五
％
）・
海
外
情
報
（
一
〇
％
）・
投
書

（
二
一
％
）

○
二
月

社
説
（
二
五
％
）・
国
内
情
報
（
四
八
％
）・
海
外
情
報
（
一
一
％
）・
投
書

（
一
六
％
）

両
月
の
紙
面
構
成
は
若
干
の
違
い
は
あ
る
が
、
大
体
の
傾
向
は
共
通
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
こ
の
傾
向
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
る
。

《参考資料�》：『東日』の「新聞原稿」と新紙面の比較

解説（「新聞原稿」）

御布告ヲ始メ諸官員ノ黜陟等総テ御下附ノ条件ヲ収録ス

各省使庁府ノ御布達ヲ始メ届窺書其他各省日誌ノ類ヲ収録ス

中外諸新聞ニ政体ヲ謬議スルヲ認メ得ル時ハ之レヲ反覆論

弁シ或ハ同件ノ御草案ヲ御下附アル時ハ総テ此ニ登録ス

天変地異ヨリ総テ江湖ノ雑事ヲ探訪シテ開陳ス

法省ニ於テ既ニ断決ニ属スル案ヲ録ス

何ノ事件ニ関セズ社中ノ論説ヲ記ス。以下準之

なし

なし

なし

なし

なし

「新聞紀行日報社願出ニ付申立」（国立公文書館所蔵『公文録』明治７年・第１１巻）を基に作成

註１：「弁駁」については、１２月に１回設置されているが、その内容は自紙の記事の訂正を伝えるものであった。
註２：「貿易景況」については、不定期に「各港輸出入（物品）一覧表」（１月・３～６月分）と題する図表が掲載

されることはあった。
註３：「新聞原稿」には紙面上部に「太政官公紙」の五文字が入れられていたが、これは政府の指示で削除された。

新紙面

「太政官記事」

「公報」、各官庁の「録事」等

設置されず。

「雑報」

「公判」

「東京日日新聞」（社説）

設置されず。

「外報」、「電報」、「論説」

「寄書」

「物価」、「相場」

「広（公）告」、「報告」

「新聞原稿」

１頁

１頁

１頁

２頁

２頁

２頁

３頁

３頁

３頁

４頁

４頁

「太政官録事」

「公聞」

「弁駁」

「江湖相談」

「審理公判」

「論説」

「貿易景況」

「海外新聞」

「投書」

「物価日表」

「報告」
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○
「
原
型
」

社
説
（
二
五
％
）・
国
内
情
報
（
四
五
〜
五
〇
％
）・

・
海
外
情
報
（
一
〇
％
）・
投
書
（
一
五
％
〜
二
〇
％
）

以
下
で
は
、
こ
の
紙
面
構
成
を
明
治
八
年
の
『
東
日
』
に
お
け
る
紙
面
構
成
の

「
原
型
」
と
し
て
、
三
月
以
降
の
変
化
を
追
っ
て
い
く
。

二
�
第
二
次
民
選
議
院
論
争
に
よ
る
紙
面
構
成
の
変
化

―
三
月
〜
七
月
を
対
象
に
―

本
章
で
は
、
第
二
次
民
選
議
院
論
争
が
『
東
日
』
の
紙
面
構
成
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
こ
の
論
争
は
、
士
族
民
権
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
『
東

日
』
と
『
郵
便
報
知
新
聞
』（
以
下
で
は
『
報
知
』
と
略
す
）
が
三
月
か
ら
四
月

ま
で
の
約
一
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
日

本
新
聞
界
の
「
政
論
新
聞
化
」
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
し
て
、
そ
の
言
説
が
分
析

の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
（
１４
）
。
一
方
で
、
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
両
紙
の
紙
面
構
成
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
と
い
う
点
は
未
だ
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

二
―
一
�『
東
日
』
紙
面
の
変
化
―
三
月
か
ら
七
月
ま
で
―

ま
ず
論
争
が
勃
発
し
た
三
月
か
ら
七
月
ま
で
の
紙
面
構
成
を
《
参
考
資
料
�
》

か
ら
確
認
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

○
三
月

社
説
（
二
七
％
）・
国
内
情
報
（
四
四
％
）・
海
外
情
報
（
二
％
）・
投
書
（
二

八
％
）

○
四
月

社
説
（
二
八
％
）・
国
内
情
報
（
四
七
％
）・
海
外
情
報
（
五
％
）・
投
書
（
二

〇
％
）

○
五
月

社
説
（
三
〇
％
）・
国
内
情
報
（
三
五
％
）・
海
外
情
報
（
三
％
）・
投
書
（
三

二
％
）

○
六
月

社
説
（
二
三
％
）・
国
内
情
報
（
三
九
％
）・
海
外
情
報
（
一
％
）・
投
書
（
三

七
％
）

○
七
月

社
説
（
二
二
％
）・
国
内
情
報
（
四
二
％
）・
海
外
情
報
（
〇
％
）・
投
書
（
三

六
％
）

三
月
以
降
の
『
東
日
』
は
、
投
書
欄
を
増
加
さ
せ
る
一
方
で
、
国
内
外
の
情
報

を
報
じ
る
欄
を
削
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
海
外
情
報
欄
は
設
置
回
数
そ

の
も
の
が
減
少
し
て
お
り
、
七
月
に
は
一
回
も
設
置
さ
れ
て
い
な
い
（
１５
）
。

で
は
、
こ
う
し
た
紙
面
構
成
の
変
化
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る

際
に
注
目
し
た
い
の
が
、
論
争
を
主
導
し
た
福
地
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
で
あ
る
。

論
争
以
前
の
彼
は
、
自
紙
の
影
響
力
の
低
さ
を
問
題
視
し
て
い
た
。
例
え
ば
二

月
一
二
日
の
社
説
で
は
、
新
聞
の
役
割
は
「
政
治
、
社
会
、
学
術
、
商
業
の
別
を

〔
マ
マ
〕

論
ぜ
す
、
何
事
に
て
も
眼
前
に
起
り
た
る
事
�
の
得
失
利
害
を
弁
論
す
る
」
こ
と

だ
と
し
て
、
多
く
の
国
内
紙
が
「
政
治
の
一
辺
〔
民
選
議
院
論
〕」
の
み
を
取
り

上
げ
て
い
る
現
状
を
批
判
し
て
き
た
が
、
同
紙
の
社
説
で
「
政
治
の
全
辺
」
に
関

わ
る
話
題
を
論
じ
た
と
こ
ろ
、
他
紙
や
読
者
か
ら
の
反
応
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ

の
影
響
力
は
皆
無
だ
っ
た
と
結
論
付
け
た
。
そ
こ
で
一
六
日
の
社
説
に
て
、
福
地

は
日
本
の
新
聞
が
「
政
体
の
一
部
」
に
偏
る
の
は
「
世
論
の
好
尚
」
の
た
め
だ
と

し
て
容
認
す
る
一
方
で
、
む
し
ろ
読
者
に
「
熱
心
し
て
民
選
議
院
の
可
否
を
討
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論
」
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
新
聞
の
社
説
」
の
「
勢
力
」
を
蓄
積
し
、
時
機
を

見
て
「
他
の
政
治
、
商
工
の
事
務
、
学
術
、
社
会
の
諸
論
説
に
も
此
状
を
波
及
せ

し
め
」
る
方
針
に
転
換
す
る
と
論
じ
た
（
１６
）
。

即
ち
、
福
地
は
論
争
を
通
じ
て
「
世
人
の
注
意
」
を
自
紙
に
向
け
さ
せ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
た
。
そ
こ
で
読
者
の
声
を
よ
り
多
く
拾
う
た
め
に
も
、
読
者
が
自

ら
の
意
見
を
論
ず
る
場
で
あ
る
投
書
欄
を
拡
大
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
実
際

に
、
論
争
で
焦
点
と
な
っ
た
士
族
の
「
家
禄
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
読
者
の
「
注

意
」
を
惹
き
、
論
争
が
終
結
し
た
後
も
多
く
の
投
書
が
同
紙
に
寄
せ
ら
れ
た
と
言

う
（
１７
）
。
以
後
、
投
書
欄
は
紙
面
の
三
〇
％
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
八
月
か
ら

九
月
に
か
け
て
は
同
欄
で
「
華
士
族
の
家
禄
」
を
め
ぐ
る
論
争
を
惹
起
さ
せ
る
こ

と
に
も
成
功
し
て
い
る
（
１８
）
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
点
に
つ
い
て
『
東
日
』
の
積
極
性
を
ど
こ
ま
で
認
め
る
か
―

即
ち
、
投
書
の
掲
載
数
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
投
書
欄
を
拡
大
し
た
の
か
、
あ

る
い
は
、
そ
の
他
の
欄
目
で
の
記
事
数
が
少
な
か
っ
た
等
の
理
由
で
、
結
果
と
し

て
ス
ペ
ー
ス
が
拡
大
し
た
の
か
―
と
い
う
問
題
は
、
史
料
上
の
制
約
も
あ
っ
て
明

確
な
回
答
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
あ
る
問
題
に

つ
い
て
投
書
が
集
中
し
た
際
に
『
東
日
』
は
そ
れ
を
紙
面
に
収
め
る
だ
け
の
「
余

裕
」
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
論
敵
で
あ
る
『
報
知
』
の
紙

面
構
成
と
比
較
し
た
時
に
、
よ
り
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
―
二
�『
報
知
』
紙
面
の
変
化
―
三
月
か
ら
六
月
ま
で
―

そ
れ
で
は
、
論
争
相
手
の
『
報
知
』
は
ど
の
よ
う
な
紙
面
構
成
を
し
て
い
た
の

か
。
本
稿
で
は
、
主
に
論
争
が
始
ま
っ
た
三
月
か
ら
同
紙
が
紙
面
改
革
を
行
う
直

前
の
六
月
ま
で
を
対
象
と
す
る
。
ま
ず
《
参
考
資
料
�
》
は
『
報
知
』
の
紙
面
構

成
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
一
・
二
月
の
紙
面
構
成
を
確
認
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

○
一
月

社
説
（
六
％
）・
国
内
情
報
（
四
二
％
）・
海
外
情
報
（
六
％
）・
投
書
（
四
六

％
）

○
二
月

社
説
（
五
％
）・
国
内
情
報
（
四
六
％
）・
海
外
情
報
（
五
％
）・
投
書
（
四
四

％
）

国
内
情
報
欄
と
投
書
欄
の
占
め
る
割
合
は
高
い
も
の
の
、
社
説
欄
は
常
置
化
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
割
合
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
論
争
を
機
に
同
紙
の
紙
面
構
成
は
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
。

○
三
月

社
説
（
一
七
％
）・
国
内
情
報
（
四
二
％
）・
海
外
情
報
（
二
％
）・
投
書
（
三

九
％
）

○
四
月

社
説
（
二
五
％
）・
国
内
情
報
（
四
五
％
）・
海
外
情
報
（
五
％
）・
投
書
（
二

五
％
）

○
五
月

社
説
（
二
七
％
）・
国
内
情
報
（
四
五
％
）・
海
外
情
報
（
一
％
）・
投
書
（
二

七
％
）

○
六
月

社
説
（
三
〇
％
）・
国
内
情
報
（
五
〇
％
）・
海
外
情
報
（
〇
％
）・
投
書
（
一

九
％
）
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論
争
を
契
機
に
社
説
欄
の
常
置
化
が
進
み
、
そ
の
割
合
が
一
貫
し
て
増
加
し
た

の
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
紙
面
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
た
投
書
欄
が
急
減
し
て
い

る
。
既
に
紙
面
改
革
を
実
施
し
て
い
た
『
東
日
』
と
異
な
り
、
社
説
欄
の
常
置
化

を
前
提
と
し
た
紙
面
構
成
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
『
報
知
』
は
、
社
説
欄
の
膨
張

に
伴
い
、
他
の
欄
目
を
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
『
報
知
』
は
四
月
に
一
行
当
た
り
の
字
数
を
増
や
す
（
二
三
字
↓
二

五
字
）
等
の
対
策
を
講
じ
る
も
、
抜
本
的
な
解
決
に
は
至
ら
ず
、
遂
に
大
規
模
な

紙
面
改
革
を
実
施
す
る
旨
を
読
者
へ
告
知
し
た
。

此
迄
の
紙
の
幅
に
て
は
方
々
の
投
書
も
思
ふ
や
う
に
載
せ
ら
れ
ず
、
投
書
家

に
気
の
毒
な
り
。
雑
報
も
十
分
に
記
す
こ
と
か
出
来
ず
、
又
近
日
都
下
の
方
々

に
集
会
あ
り
。
其
説
も
記
し
た
し
。
殊
に
三
田
の
演
説
会
も
追
々
盛
に
な
り
、

此
新
聞
紙
に
記
る
す
こ
と
を
謀
れ
り
。
旁
以
て
紙
の
幅
を
広
く
せ
ね
は
な
ら
ぬ

に
依
て
、
来
る
七
月
二
日
よ
り
�
改
拡
め
て
左
に
記
し
た
る
通
り
の
代
価
に
致

し
候
。

（
明
治
八
年
六
月
八
日
「
本
社
稟
白
」：

傍
線
は
著
者
に
よ
る
）

こ
の
告
知
か
ら
も
、
同
紙
が
投
書
欄
を
十
分
に
確
保
で
き
な
い
点
を
問
題
視
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
紙
面
改
革
は
七
月
七
日
に
実
施
さ
れ
、
以
降
は
段
・
頁

数
と
も
に
『
東
日
』
と
同
じ
構
成
を
と
る
よ
う
に
な
る
（
１９
）
。

二
―
三
�
小
結

以
上
よ
り
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
い
。
一
ヶ
月
以
上
に
も

わ
た
っ
た
第
二
次
民
選
議
院
論
争
は
、
読
者
の
「
注
意
」
を
惹
く
に
は
十
分
で
あ

り
、
論
争
終
結
後
も
そ
の
可
否
を
論
じ
る
投
書
は
途
絶
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た

読
者
の
声
を
上
手
く
吸
収
で
き
た
の
が
『
東
日
』
で
あ
っ
た
。
同
紙
は
、
主
に
海

外
情
報
欄
を
減
ら
し
、
そ
の
分
を
投
書
欄
に
割
り
当
て
る
こ
と
で
、
読
者
に
よ
る

議
論
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
た
。
こ
の
点
は
論
争
相
手
の
『
報
知
』
と

比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
成
果
を
よ
り
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
当
初

の
『
報
知
』
は
投
書
欄
に
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
い
た
が
、
論
争
後
に
社
説
欄
が

常
置
化
さ
れ
る
と
、
そ
の
割
り
当
て
を
大
き
く
削
減
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
最

終
的
に
は
、
同
紙
も
七
月
に
『
東
日
』
の
後
を
追
う
よ
う
に
し
て
紙
面
改
革
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

三
�「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
と
「
亜
米
利
加
通
信
」
欄
の
新
設

―
八
月
・
九
月
を
対
象
に
―

前
章
で
は
『
東
日
』
と
『
報
知
』
の
紙
面
構
成
を
比
較
し
、
特
に
投
書
欄
の
扱

い
が
対
照
的
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
の
『
東
日
』
が
「
報

道
面
」
の
紙
面
を
減
ら
し
て
「
言
論
面
」
の
紙
面
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
は
、
当
時

の
「
政
論
新
聞
化
」
の
流
れ
に
沿
っ
た
紙
面
構
成
だ
っ
た
と
言
え
る
。
だ
が
、
同

紙
の
紙
面
構
成
の
変
遷
を
見
て
い
く
と
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
評
価
だ
け
で
は
捉

え
き
れ
な
い
変
化
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
報
道
面
」
の
充
実
化
と
い
う
視
点
か
ら
、
八
・
九

月
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
と
「
亜
米
利
加
通
信
」
欄
を
取
り

上
げ
る
。
両
者
は
、
先
行
研
究
で
存
在
自
体
は
言
及
さ
れ
て
き
た
（
２０
）
も
の
の
、
そ
の

詳
細
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
本
章
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
も
踏

ま
え
て
、
特
に
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
に
つ
い
て
は
記
事
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ

分
析
を
行
う
。

三
―
一
�『
東
日
』
紙
面
の
変
化
―
八
月
か
ら
九
月
ま
で
―

ま
ず
は
《
参
考
資
料
�
》
よ
り
、
八
月
・
九
月
に
お
け
る
『
東
日
』
の
紙
面
構

成
を
確
認
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。
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○
八
月

社
説
（
二
三
％
）・
国
内
情
報
（
三
四
％
）・
海
外
情
報
（
四
％
）・
投
書
（
三

九
％
）

○
九
月

社
説
（
二
七
％
）・
国
内
情
報
（
三
二
％
）・
海
外
情
報
（
六
％
）・
投
書
（
三

六
％
）

七
月
に
一
度
は
紙
面
上
か
ら
姿
を
消
し
た
海
外
情
報
欄
が
復
活
し
た
こ
と
が
分

か
る
。
そ
の
割
合
は
一
・
二
月
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
こ
の
よ
う
な
増
加
傾
向

を
示
し
た
背
景
に
は
、
新
た
に
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
と
「
亜
米
利
加
通
信
」
欄
が

設
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

八
月
二
六
日
に
初
め
て
設
置
さ
れ
た
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
は
、
ウ
ィ
ー
ン
在
住

の
「
カ
ー
ロ
ス
、
バ
ー
ロ
ン
、
ガ
ゼ
ル
ン
」
を
「
通
信
者
」
に
任
命
し
、
基
本
的

に
は
欧
州
情
勢
に
関
す
る
彼
の
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
こ
の
時

の
記
事
で
は
、
新
た
に
「
通
信
者
」
と
な
っ
た
ガ
ゼ
ル
ン
よ
り
、
そ
の
意
義
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
文
章
が
寄
せ
ら
れ
た
。

〔
…
〕
日
本
の
新
聞
論
説
は
独
り
自
ら
内
国
の
政
論
の
み
に
限
書
す
る
こ
と
な

く
、
外
国
に
於
て
緊
要
の
事
件
を
報
ず
べ
き
通
信
者
を
置
き
、
力
に
応
じ
て
広

く
事
情
を
通
信
し
て
、
因
て
以
て
次
第
に
人
民
を
し
て
外
国
の
事
に
通
ぜ
し
め
、

夫
の
電
報
や
短
略
な
る
書
信
な
ど
の
み
を
頼
み
と
す
る
こ
と
な
く
ば
、
其
便
益

少
小
な
ら
ざ
る
べ
し
。

（
明
治
八
年
八
月
二
六
日
「
欧
羅
巴
通
信
」：

傍
線
部
は
著
者
に
よ
る
）

こ
こ
で
彼
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
大
半
の
国
内
紙
が
海
外
情
報
を
得
る
に
は
海

外
紙
の
記
事
を
転
載
す
る
他
な
か
っ
た
当
時
（
２１
）
に
お
い
て
、
欧
州
か
ら
直
接
情
報
を

入
手
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
『
東
日
』
は
、
そ
の
報
道
面
で
他
紙
と
差
別
化
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

な
お
、
こ
の
記
事
の
中
に
は
「
日
本
人
民
は
夫
の
大
阿
米
利
加
人
を
学
ば
ざ
る

可
ら
ず
。
阿
米
利
加
人
民
を
見
よ
、
其
大
部
分
は
皆
自
立
の
気
旺
ん
に
し
て
孜
々

と
し
て
進
ん
で
取
る
の
人
民
な
り
」
と
の
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
か
は
分

か
ら
な
い
が
、
九
月
一
〇
日
に
は
「
亜
米
利
加
通
信
」
欄
が
新
設
さ
れ
た
（
一
一

月
以
降
は
「
米
国
通
信
」
と
改
称
）。
先
の
「
欧
羅
巴
通
信
」
と
は
異
な
り
、
設

置
に
至
る
経
緯
の
説
明
は
な
く
、
そ
の
記
事
内
容
も
多
く
は
現
地
の
新
聞
で
報
じ

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
米
国
内
外
の
ニ
ュ
ー
ス
の
転
載
・
抄
訳
で
あ
っ
た
（
２２
）
。
執
筆
者

は
最
初
の
三
回
（
九
月
一
〇
日
・
一
三
日
・
二
三
日
）
は
箕
作
佳
吉
（
動
物
学
者

で
当
時
は
米
国
に
留
学
中
）
に
よ
る
寄
稿
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
の
記
事
に
は
署
名
が
な
い
が
、
恐
ら
く
は
箕
作
が
引
き
続
き
執
筆
し
た
も
の

だ
と
思
わ
れ
る
。

三
―
二
�「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
の
検
討

八
月
二
六
日
に
新
設
さ
れ
た
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
は
、
そ
の
後
も
不
定
期
な
が

ら
継
続
し
て
設
置
さ
れ
た
（
計
一
一
回
）。
そ
の
記
事
内
容
は
、
他
の
海
外
情
報

欄
の
よ
う
に
海
外
紙
の
記
事
を
切
り
貼
り
し
た
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
一
定
の
分
量
を
以
っ
て
論
評
す
る
ス
タ
イ
ル
を
採
っ
て
お
り
、
質
・
量

と
も
に
他
の
報
道
と
は
一
線
を
画
す
も
の
だ
っ
た
。

本
節
で
は
、
こ
の
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
に
て
『
東
日
』
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
情
報
を
報
じ
て
い
た
の
か
―
言
い
換
え
れ
ば
、
同
紙
は
ど
の
よ
う
な
情
報
を
入

手
し
て
い
た
の
か
を
分
析
す
る
、
各
記
事
の
日
付
、
執
筆
者
、
題
名
、
内
容
を
ま

と
め
た
の
が
《
参
考
資
料
�
》
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
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で
き
る
。

ま
ず
記
事
は
、
大
半
が
「
通
信
者
」
の
ガ
ゼ
ル
ン
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の

だ
が
、
八
月
末
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
横
山
孫
一
郎
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
を
基

に
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
２３
）
。
前
者
（
ガ
ゼ
ル
ン
）
は
、
本
人
が
「
予
が
通

信
は
是
ま
で
澳
国
の
事
情
の
み
に
限
り
し
こ
と
を
記
す
可
し
」（
一
〇
月
三
日
記

事
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
・
経
済
に
関

す
る
記
述
が
多
い
が
、
そ
こ
か
ら
当
時
の
欧
州
情
勢
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
（
参
考
資
料
�
の
「
欧
州
情
勢
」
の
項
目
を
参
照
）。
ま
た
、
時
に
は
日

本
に
対
し
て
「
日
耳
曼
政
府
」
へ
の
警
戒
を
呼
び
掛
け
た
り
（
２４
）
、
日
墺
関
係
の
重
要

性
を
説
い
た
り
す
る
（
２５
）
な
ど
、
一
連
の
記
事
が
日
本
に
向
け
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
も
確
認
で
き
る
。
一
〇
月
以
降
は
、
ト
ル
コ
の
ヘ
ル

ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
で
発
生
し
た
叛
乱
に
関
す
る
記
述
が
増
え
、
こ
の
叛
乱
が
欧
州
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
が
論
じ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
後
者
（
横
山
）
は

主
に
ロ
シ
ア
に
関
す
る
記
述
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
は

樺
太
問
題
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
よ
り
直
接
的
な
脅
威
を
感
じ
る
相
手
と
し
て

警
戒
さ
れ
、
新
聞
で
も
議
論
と
な
っ
て
い
た
（
２６
）
。
従
っ
て
『
東
日
』
が
ロ
シ
ア
に
関

心
を
寄
せ
る
こ
と
は
別
に
不
自
然
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
の
ロ
シ
ア
は
中
央
ア
ジ

ア
（
イ
ン
ド
）
へ
の
進
出
を
図
っ
て
イ
ギ
リ
ス
と
対
立
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
点
が
そ
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ガ
ゼ
ル
ン
と
横
山
で
は
欧
州
情
勢
に
対
す
る
視
点
が
や
や
異
な
っ

て
い
た
（
２７
）
が
、
少
な
く
と
も
普
墺
関
係
や
英
露
関
係
、
さ
ら
に
ト
ル
コ
問
題
と
、
当

時
の
欧
州
が
様
々
な
対
立
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
情
報
を
『
東
日
』
が
得
て
い
た

と
言
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

三
―
三
�
小
結

以
上
よ
り
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
た
い
。
八
月
以
降
の
『
東

日
』
は
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
と
「
亜
米
利
加
通
信
」
欄
を
新
設
し
、
再
び
紙
面
に

お
け
る
海
外
情
報
欄
を
拡
大
さ
せ
た
。
特
に
前
者
で
は
、
国
内
紙
の
多
く
が
海
外

情
報
網
を
整
備
で
き
て
い
な
い
中
で
欧
州
か
ら
直
接
情
報
を
入
手
し
て
い
た
こ
と

や
、
そ
の
内
容
も
、
単
な
る
海
外
紙
の
切
り
貼
り
で
は
な
く
、
一
定
の
質
と
量
を

保
ち
な
が
ら
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
報
道
面
に
お
い
て
他
紙
と
の
差

別
化
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
情
報
が
『
東
日
』
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
―
後
述
す
る
よ
う
に
―
や
が
て
同
紙
の
言
論
面
に
も
影
響
を
与

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

四
�
江
華
島
事
件
に
よ
る
紙
面
構
成
の
変
化

―
一
〇
月
〜
一
二
月
を
対
象
に
―

こ
れ
ま
で
『
東
日
』
の
紙
面
構
成
に
つ
い
て
、
第
二
章
で
は
「
言
論
面
」（
投

書
欄
）
の
充
実
化
を
、
第
三
章
で
は
「
報
道
面
」（「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
）
の
充
実

化
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
性
格
を
考

え
た
場
合
、
両
者
は
必
ず
し
も
独
立
し
た
存
在
で
は
な
く
、
む
し
ろ
不
可
分
な
存

在
と
言
え
よ
う
。
そ
う
し
た
「
言
論
面
」
と
「
報
道
面
」
の
連
関
に
つ
い
て
、
本

章
で
は
江
華
島
事
件
を
例
に
考
察
す
る
。

こ
の
事
件
は
九
月
二
〇
日
に
朝
鮮
の
江
華
島
付
近
で
測
量
・
視
察
を
行
お
う
と

し
た
日
本
の
軍
艦
（
雲
揚
号
）
が
朝
鮮
側
よ
り
砲
撃
さ
れ
た
こ
と
で
両
者
の
武
力

衝
突
に
至
っ
た
事
件
で
あ
る
。
国
内
紙
で
は
『
東
日
』
が
い
ち
早
く
九
月
三
〇
日

に
事
件
を
報
じ
、
以
降
は
朝
鮮
へ
の
出
兵
を
め
ぐ
る
論
争
が
勃
発
し
た
。
こ
の
時

の
『
東
日
』
は
『
朝
野
新
聞
』（
以
下
で
は
『
朝
野
』
と
略
す
）
や
『
報
知
』
と

と
も
に
「
非
戦
派
」
と
し
て
出
兵
に
は
反
対
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
（
２８
）
。

四
―
一
�『
東
日
』
紙
面
の
変
化
―
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
―

で
は
、
こ
の
時
の
論
争
に
際
し
て
『
東
日
』
の
紙
面
構
成
は
ど
の
よ
う
に
変
化
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《参考資料�》：「欧羅巴通信」欄の詳細について（１頁目）

ガゼルン（執筆）／末松謙澄（翻訳）

「本年七月七日付を以て我が通信者なるカーロス、バーロン、ガゼルン氏が澳国維納
府より発したる報知」

「欧羅巴通信」の紹介とその意義に関する解説（第三章‐第三節を参照）

ガゼルン（執筆）／末松謙澄（翻訳）

なし

オーストリアのフェルディナント１世の崩御について

澳魯両国交際の密なるは、欧洲の平和はビスマルクの功名心や前年の敗績を復讐せん
とする仏国の熱心の為めに撹乱せらるゝなきの保証なり。

２６日「欧羅巴通信」記事の続き

横山孫一郎（資料提供）／末松謙澄（翻訳）

「東方に於て英魯の両雄幷に欧洲一般の形勢」

「魯西亜と日耳曼の間の密約」の存在を指摘する。

〔「西比利鉄道」建設の目的について〕既に大魯国中央亜細亜の名を受けたる全面を完
全するの目論見なるべし。

横山孫一郎（資料提供）／末松謙澄（翻訳）

「魯国亜細亜中央大鉄道」

シベリア鉄道建設におけるロシアの「企謀」について

鉄道の発処はモスコー地方の兵を集合する所にして、其停処は英領印度の境界たるに
相違なき事なり。

社説欄に掲載（「欧羅巴通信続」とあり）

横山孫一郎（資料提供）／末松謙澄（翻訳）

「欧羅巴通信続き」

「魯西亜」と「日耳曼」の動向について

魯西亜は北方に窒息するを苦しみ〔…〕裏海及び印度洋の長風を自己の境内たらしめ
んことを欲し、日耳曼は大陸の中央に在て空気の欠乏なるに苦しみ〔…〕欧洲の東南
に向て海岸諸国の水に浴せんと欲せり。

社説欄に掲載。

ガゼルン（執筆）／末松謙澄？（翻訳）

「七月二十六日維也納府発」

オーストリアの国政について

早晩両国〔「普魯西」と「澳地利」〕の間に戦争を発するに相違なし、此時に至らば仏
蘭西は必らず澳地利に同盟し〔…〕旧怨を復せんことを謀るべし。

ガゼルン（執筆）／末松謙澄？（翻訳）

なし

オーストリアの国政について

今日に在ては西斑呀の内乱及び土耳基のヘルツエゴイナ地方の反徒を除くの外は欧羅
巴全洲の天気は晴朗にして和平なり。

１０月２日「欧羅巴通信」記事の続き

執筆者

題名

内容

執筆者

題名

内容

欧州情勢

備考

執筆者

題名

内容

欧州情勢

執筆者

題名

内容

欧州情勢

備考

執筆者

題名

内容

欧州情勢

備考

執筆者

題名

内容

欧州情勢

執筆者

題名

内容

欧州情勢

備考

８月２６日

８月２８日

８月３１日

９月６日

９月９日

１０月２日

１０月３日
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《参考資料�》：「欧羅巴通信」欄の詳細について（２頁目）

ガゼルン（執筆）／末松謙澄（翻訳）

「八月十八日維也納府発」

ヘルツェゴヴィナの叛乱について

東部論は〔…〕クリミア戦争以来の事にして欧洲政論中の最も緊要にして最も錯雑な
る者の一なり。

ガゼルン（執筆）／末松謙澄（翻訳）

なし

ヘルツェゴヴィナの叛乱について

今や東部論は愈々急迫にして葛藤の起るを免れざらんとす。

１０月２８日「欧羅巴通信」記事の続き

ガゼルン（執筆）／末松謙澄（翻訳）

なし

ヘルツェゴヴィナの叛乱について

休戦の風は欧羅巴大陸に順行せりと云へとも、到底真正の平和に至り難し。

１０月３０日「欧羅巴通信」記事の続き

ガゼルン（執筆）／末松謙澄（翻訳）

「十月四日澳国維納府発」

ヘルツェゴヴィナの叛乱について

動もすれば彼の著名なる「東部論」を搖攪して再びの火焔を欧羅巴全洲に散乱せしめ
んとするの勢ありしが、今日に及では其勢大に衰減せり。

ガゼルン（執筆）／末松謙澄（翻訳）

なし

ブルガリア・オーストリアの情勢について

各国人は自ら支給すること能はざる程に兵を養ふより外に平和を保つの良法を知らず。
欧羅巴の各国君主は何れも皆兵務を嗜み兵術を愛せざるは無し。

１１月７日「欧羅巴通信」記事の続き

ヘルツェゴヴィナの叛乱について「別に又新紛紜を生ず可し」と冒頭にあり。

ガゼルン（執筆）／末松謙澄（翻訳）

なし

ヘルツェゴヴィナの叛乱について（「叛人等は譬ひ土耳基政府と如何なる整理を為す
とも絶て信頼するに足らずと信ず」）

なし

１１月７日・８日「欧羅巴通信」記事の「追録」

註１：「欧州情勢」の項目は、記事中に見られるヨーロッパ情勢に関する記述を著者の判断で抜粋したものである。

註２：９月６日及び９日記事は社説欄に掲載されたものであるため、《参考資料�》では「社説」に分類している。
註３：表中の〔 〕は、著者による補注を意味する。

執筆者

題名

内容

欧州情勢

執筆者

題名

内容

欧州情勢

備考

執筆者

題名

内容

欧州情勢

備考

執筆者

題名

内容

欧州情勢

執筆者

題名

内容

欧州情勢

備考

執筆者

題名

内容

欧州情勢

備考

１０月２８日

１０月３０日

１１月２日

１１月７日

１１月８日

１１月９日
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し
た
の
だ
ろ
う
か
。《
参
考
資
料
�
》
よ
り
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
紙
面
構

成
を
確
認
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

○
一
〇
月

社
説
（
二
五
％
）・
国
内
情
報
（
三
五
％
）・
海
外
情
報
（
一
二
％
）・
投
書

（
二
八
％
）

○
一
一
月

社
説
（
二
六
％
）・
国
内
情
報
（
四
八
％
）・
海
外
情
報
（
五
％
）・
投
書
（
二

一
％
）

○
一
二
月

社
説
（
二
八
％
）・
国
内
情
報
（
四
二
％
）・
海
外
情
報
（
二
％
）・
投
書
（
二

八
％
）

一
〇
月
の
海
外
情
報
欄
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
割
合
が
一
〇
％
を
超
え
て
い
る

こ
と
に
気
付
く
、
こ
れ
は
二
月
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
分
量
（
総
字
数
）
も

年
間
最
大
を
記
録
し
て
い
る
。

内
訳
を
見
て
み
る
と
、
一
〇
月
に
設
置
さ
れ
た
海
外
情
報
欄
は
「
電
報
」（
一

回
）、「
外
報
」（
六
回
）、「
論
説
」（
七
回
）、「
欧
羅
巴
通
信
」（
四
回
）、「
朝
鮮

新
報
」（
六
回
）
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
各
欄
で
扱
わ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
の
内
容
を

整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
朝
鮮
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

・「
朝
鮮
新
報
」（
一
〇
月
五
日
・
六
日
・
七
日
・
八
日
・
九
日
・
一
〇
日
）

こ
れ
は
一
〇
月
に
新
設
さ
れ
た
欄
で
、
江
華
島
事
件
を
引
き
起
し
た
雲
揚
号
の

乗
組
員
で
あ
っ
た
川
村
煥
秀
が
五
月
に
「
朝
鮮
海
」
を
巡
航
し
た
際
の
記
録
を
連

載
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
件
の
現
場
と
な
っ
た
「
朝
鮮
海
」
に
関
す
る
情
報
を
読

者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

�
清
国
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

・「
電
報
」（
一
二
日
）

・「
外
報
」（
六
日
、
一
〇
日
、
二
〇
日
、
二
四
日
、
三
一
日
）

・「
論
説
」（
八
日
、
一
四
日
）

以
上
の
ニ
ュ
ー
ス
の
う
ち
、
一
件
（
一
四
日
「
論
説
」

（
２９
）
）
を
除
い
て
、
全
て
英

清
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
英
清
間
で
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
員
が
殺

害
さ
れ
た
事
件
（
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
）
を
め
ぐ
る
交
渉
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

動
向
に
つ
い
て
の
報
道
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
関
す
る
報
道
は
一

一
月
以
降
も
散
見
さ
れ
、
同
月
一
七
日
か
ら
は
雑
報
欄
に
て
「
馬
忌
利
氏
雲
南
紀

行
」
と
題
す
る
連
載
が
全
一
一
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
（
３０
）
。

�
ト
ル
コ
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

・「
論
説
」（
五
日
）

・「
欧
羅
巴
通
信
」（
三
日
、
二
八
日
、
三
〇
日
）

こ
れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
主
に
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
の
叛
乱
に
よ
る
ト
ル
コ

の
動
揺
（
後
に
露
土
戦
争
へ
発
展
）
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

も
『
東
日
』
の
関
心
は
高
か
っ
た
と
み
ら
れ
、
特
に
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
で
は
事

件
の
動
向
を
詳
細
に
報
じ
て
い
る
（
３１
）
。

�
そ
の
他

・「
外
報
」（
二
七
日
）

・「
論
説
」（
九
日
、
二
〇
日
、
二
二
日
、
二
三
日
）

・「
欧
羅
巴
通
信
」（
二
日
）

こ
の
う
ち
事
件
に
関
す
る
報
道
は
九
日
と
二
三
日
の
「
論
説
」
で
、
い
ず
れ
も

海
外
紙
の
転
載
で
あ
る
。
九
日
記
事
は
日
本
に
お
け
る
「
征
韓
説
」
の
動
向
に
関

す
る
論
評
、
二
三
日
記
事
は
英
国
公
使
が
「
征
韓
を
唆
動
す
る
書
を
日
本
政
府
に

奉
り
た
り
」
と
報
じ
た
『
報
知
』
記
事
に
対
す
る
反
論
と
な
っ
て
い
る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
一
〇
月
に
急
増
し
た
海
外
情
報
は
、
単
に
量
的
な
増
加
が
図

ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
ニ
ュ
ー
ス
（
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
、
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ

ィ
ナ
の
叛
乱
）
を
集
中
的
に
取
り
上
げ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
「
報
道
面
」
に
お
け
る
情
報
の
蓄
積
が
、
や
が
て
「
言
論

面
」
に
お
い
て
自
紙
の
主
張
を
裏
付
け
る
重
要
な
論
拠
を
構
成
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
そ
の
連
関
を
示
す
も
の
と
し
て
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
一
月
八
日
の

社
説
を
取
り
上
げ
た
い
。
こ
れ
は
朝
鮮
へ
の
出
兵
に
反
対
す
る
根
拠
と
し
て
「
亜

細
亜
大
陸
」
の
「
禍
機
」
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
記
事
で
は
「
亜
細
亜
大
陸
の

禍
機
は
早
晩
必
ら
ず
破
裂
の
期
に
遭
ひ
、
其
の
妖
気
は
東
洋
の
全
面
を
覆
ふ
」
こ

と
に
な
る
と
し
て
、
以
下
の
事
実
を
列
挙
し
て
い
る
。

な
お
※
で
示
し
た
の
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
同
紙
の
報
道
で
あ
る
。

○
ロ
シ
ア
の
中
央
ア
ジ
ア
へ
の
進
出
を
め
ぐ
る
戦
乱

※
明
治
八
年
一
二
月
一
〇
日
「
電
報
」

（「
魯
西
亜
は
遂
に
サ
ル
ダ
リ
ア
河
の
右
岸
に
於
て
コ
ー
カ
ン
ド
に
属
す
る
地
に

て
魯
境
よ
り
ナ
ル
コ
ン
河
に
至
る
ま
で
を
魯
国
の
領
内
に
入
れ
た
り
」）

・
た
だ
し
、
社
説
で
は
そ
の
支
配
が
順
調
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
て
い
る
（
３２
）
。

○
ト
ル
コ
の
財
政
危
機
・
内
乱

※
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
で
詳
し
く
報
じ
ら
れ
る
（
�
）

○
英
国
の
「
蘇
厄
堀
割
の
株
切
手
」
購
入
…
英
露
対
立
の
予
兆
を
指
摘

○
英
清
対
立
…
マ
ー
ガ
リ
ー
事
件
を
め
ぐ
る
混
乱

※
明
治
八
年
一
〇
月
以
降
、
集
中
的
に
報
じ
ら
れ
る
（
�
）

○
清
国
内
部
の
混
乱
…
内
乱
の
可
能
性
を
指
摘

こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え
、
同
紙
は
「
日
本
人
氏
が
注
意
し
て
此
の
妖
気
を
避

け
、
祥
雲
を
し
て
独
り
東
方
に
愛
逮
た
ら
し
め
ん
」
こ
と
を
求
め
た
。
即
ち
、
今

日
に
お
い
て
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
西
ア
ジ
ア
に
至
る
ま
で
各
国
の
「
禍
機
」
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
早
期
の
解
決
は
難
し
い
が
、
そ
の
「
大
陸
」
か
ら
海
を
隔

て
た
日
本
（
３３
）
は
「
此
の
妖
気
」
を
避
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
逆
に
「
禍
機
」
へ

自
ら
接
触
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。

本
稿
で
は
『
東
日
』
の
対
外
論
の
意
義
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ま
な
い
が
、
少
な

く
と
も
当
時
の
論
争
に
参
加
し
て
い
た
国
内
紙
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
の
海
外
情
報

を
基
に
立
論
し
た
新
聞
（
３４
）
は
他
に
な
く
、
こ
こ
に
『
東
日
』
の
「
報
道
面
」
と
「
言

論
面
」
の
連
関
を
確
認
で
き
る
と
同
時
に
、
当
時
の
新
聞
界
に
お
け
る
同
紙
の
独

自
性
が
見
出
せ
る
。

四
―
二
�『
朝
野
』
紙
面
と
の
比
較
―
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
―

江
華
島
事
件
に
際
し
て
、
海
外
情
報
欄
を
拡
大
さ
せ
た
『
東
日
』
だ
が
、
一
方

で
そ
の
割
合
を
減
少
さ
せ
た
の
が
投
書
欄
で
あ
っ
た
。
五
月
以
降
、
常
に
紙
面
の

三
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
た
同
欄
は
、
一
一
月
に
は
二
一
％
ま
で
減
少
し
た
。

だ
が
、
こ
う
し
た
紙
面
構
成
の
変
化
は
、
他
の
新
聞
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
た

変
化
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
同
じ
く
「
非
戦
派
」
と
し
て
論
争

に
参
加
し
た
『
朝
野
』
の
紙
面
構
成
と
比
較
し
て
み
た
い
。《
参
考
資
料
�
》
は

同
紙
の
紙
面
構
成
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
基
に
九
月
か
ら
一
二
月

ま
で
の
変
化
を
確
認
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

○
九
月

社
説
（
二
五
％
）・
国
内
情
報
（
三
〇
％
）・
海
外
情
報
（
一
〇
％
）・
投
書

（
三
五
％
）

○
一
〇
月
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社
説
（
三
一
％
）・
国
内
情
報
（
二
六
％
）・
海
外
情
報
（
六
％
）・
投
書
（
三

七
％
）

○
一
一
月

社
説
（
三
一
％
）・
国
内
情
報
（
二
七
％
）・
海
外
情
報
（
三
％
）・
投
書
（
三

八
％
）

○
一
二
月

社
説
（
三
五
％
）・
国
内
情
報
（
二
八
％
）・
海
外
情
報
（
五
％
）・
投
書
（
三

一
％
）

こ
の
よ
う
に
、
事
件
発
生
後
も
紙
面
に
お
け
る
投
書
欄
の
割
合
は
―
一
二
月
に

減
少
す
る
も
の
の
―
基
本
的
に
は
微
増
傾
向
に
あ
っ
た
と
言
え
る
（
３５
）
。

で
は
、
両
紙
の
投
書
欄
の
扱
い
に
は
ど
の
よ
う
な
差
異
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
こ

で
注
目
し
た
い
の
が
事
件
に
関
す
る
投
書
の
掲
載
数
で
あ
る
。
各
月
の
掲
載
数
を

比
較
し
て
み
る
と
、『
東
日
』
が
一
二
件
（
一
〇
月
）、
三
件
（
一
一
月
）、
三
件

（
一
二
月
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
一
方
の
『
朝
野
』
は
三
六
件
（
一
〇
月
）、
九

件
（
一
一
月
）、
一
三
件
（
一
二
月
）
と
、
そ
の
差
は
歴
然
で
あ
る
。
ま
た
、
各

投
書
の
論
調
も
『
東
日
』
は
自
紙
の
立
場
に
沿
う
も
の
し
か
掲
載
し
て
い
な
い
の

に
対
し
て
、
自
紙
の
立
場
と
は
異
な
る
主
張
―
即
ち
、
朝
鮮
へ
の
出
兵
を
容
認
・

支
持
す
る
投
書
も
掲
載
し
た
の
が
『
朝
野
』
だ
っ
た
（
３６
）
。

例
え
ば
一
〇
月
九
日
の
西
山
勝
政
（
置
賜
県
士
族
）
の
投
書
は
、
政
府
が
「
戦

ひ
に
一
決
し
、
俄
か
に
七
万
の
兵
員
を
新
募
せ
ら
る
」
と
の
「
密
説
」
に
触
れ
た

上
で
、
募
兵
で
は
「
士
族
に
限
り
、
決
し
て
三
民
に
及
ば
ぬ
様
」
に
し
、
こ
れ
ま

で
士
族
を
「
居
候
」
ま
た
は
「
御
救
扶
持
」
と
批
判
し
て
き
た
「
三
民
輩
」
が
再

び
「
失
敬
を
申
さ
ぬ
様
に
」
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
の
西
山
の
投
書
は
様
々

な
反
響
を
呼
び
、
彼
を
「
私
利
に
奔
走
す
る
者
」
と
批
判
し
、
む
し
ろ
「
廃
禄
奉

還
」
を
し
て
「
征
討
戦
費
」
に
充
て
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
も
の
（
３７
）
、
政
府
が
出
兵

を
決
定
し
た
と
す
る
「
密
説
」
自
体
の
信
憑
性
を
疑
問
視
し
て
出
兵
に
反
対
す
る

も
の
（
３８
）
、
さ
ら
に
「
三
民
（
商
農
工
）」
を
「
無
智
に
し
て
暗
弱
」
と
見
做
す
こ
と

自
体
が
「
世
の
文
明
を
進
め
、
真
正
の
治
安
を
企
望
す
る
」
動
き
に
反
し
て
い
る

と
批
判
す
る
も
の
（
３９
）
な
ど
、
様
々
な
投
書
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
『
朝
野
』
は
自
紙
の
立
場
に
反
す
る
異
論
に
も
紙
面
を
割
く
こ
と

で
、
よ
り
多
様
な
意
見
や
議
論
を
投
書
欄
で
展
開
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
一

方
で
、
こ
う
し
た
傾
向
は
当
時
の
『
東
日
』
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
態
度
の
差
が

両
紙
に
お
け
る
投
書
欄
の
割
合
の
差
異
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四
―
三
�
小
結

以
上
よ
り
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。
こ
の
時
期
の
『
東

日
』
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
一
〇
月
に
紙
面
に
お
け
る
海
外
情
報
欄
の
割
合
が

大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
も
、
単
に
量
的
な
拡
大
が
図
ら
れ

た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
記
事
内
容
に
つ
い
て
特
定
の
事
件
に
関
す
る
情
報
を
集
中

的
に
報
じ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
海
外
情
報
が
後

に
「
言
論
面
」（
社
説
）
と
結
び
つ
き
、
独
自
の
「
亜
細
亜
大
陸
」
論
を
展
開
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
指
摘
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
海
外
情
報
欄
の
増
加
に
伴
い
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
減
ら
し
た
の

が
投
書
欄
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
時
期
に
投
書
欄
を
微
増
さ
せ
た
『
朝

野
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
異
論
の
掲
載
を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
形
で
両
紙
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
両
紙
の
編
集
方
針
が
紙
面
構
成
に

反
映
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。

な
お
、
こ
の
投
書
欄
の
扱
い
か
ら
見
え
る
『
東
日
』
の
実
態
は
、
先
行
研
究
で

明
ら
か
に
さ
れ
た
そ
の
特
徴
と
接
続
が
可
能
で
あ
る
。
江
華
島
事
件
に
お
け
る
各

紙
の
論
争
を
「
公
論
」
慣
習
の
形
成
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
し
た
塩
出
氏
に
よ
れ
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ば
、
と
も
す
れ
ば
異
論
の
併
存
を
許
容
す
る
「
公
論
」
理
念
が
征
韓
派
に
有
利
に

働
き
か
ね
な
い
中
で
『
東
日
』
や
『
報
知
』
は
「
公
論
」
を
独
占
す
る
論
理
を
模

索
し
、
征
韓
論
の
封
じ
込
め
を
図
っ
た
と
指
摘
す
る
（
４０
）
。
こ
う
し
た
姿
勢
が
投
書
欄

に
も
見
ら
れ
た
こ
と
は
本
章
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。
即
ち
、
社
説
や
投

書
に
お
い
て
異
論
の
存
在
を
一
切
認
め
ず
、
ま
た
「
報
道
面
」
と
「
言
論
面
」
が

連
関
し
な
が
ら
自
紙
の
主
張
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
当
時

の
『
東
日
』
は
正
に
全
紙
面
を
か
け
て
自
紙
の
主
張
で
あ
る
「
非
戦
論
」
を
展
開

し
て
い
た
と
言
え
よ
う
（
４１
）
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ま
ず
明
治
八
年
に
お
け
る
『
東
日
』
の
紙
面
構
成
の
変
化
を
明
ら

か
に
し
、
新
聞
と
し
て
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。
そ
の
結

果
、
同
紙
の
紙
面
構
成
は
流
動
的
で
、
事
件
が
起
こ
っ
た
際
に
は
そ
れ
に
対
応
し

た
紙
面
が
臨
機
応
変
に
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

例
え
ば
、
第
二
次
民
選
議
院
論
争
（
第
二
章
）
で
は
、
論
争
を
契
機
と
し
て
両

紙
（『
東
日
』『
報
知
』）
と
も
社
説
欄
が
拡
大
傾
向
を
見
せ
る
中
で
、
こ
れ
に
興

味
を
示
し
た
読
者
の
声
を
多
く
取
り
入
れ
る
べ
く
『
東
日
』
は
「
報
道
面
」（
国

内
情
報
・
海
外
情
報
欄
）
の
紙
面
を
削
減
し
て
投
書
欄
の
拡
大
に
踏
み
切
っ
た
。

こ
れ
は
社
説
欄
の
急
激
な
拡
大
に
対
応
で
き
ず
、
投
書
欄
を
削
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
『
報
知
』
と
は
対
照
的
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
同
紙
は
単
に
「
言
論
面
」
の

強
化
を
図
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
は
「
欧
羅
巴
通
信
」
欄
（
第
三
章
）
を
新

設
す
る
等
、
特
に
海
外
情
報
を
中
心
に
「
報
道
面
」
の
充
実
化
も
図
っ
た
。
こ
の

両
者
が
互
い
に
補
完
す
る
形
で
結
び
つ
い
た
の
が
江
華
島
事
件
を
め
ぐ
る
論
争

（
第
四
章
）
で
あ
っ
た
。
事
件
を
め
ぐ
る
論
争
が
本
格
化
す
る
中
で
、
同
紙
は
海

外
情
報
の
報
道
に
も
力
を
入
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
に
独
自
の
「
亜
細
亜
大

陸
」
論
を
展
開
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
一
方
で
、
こ
の
時
に
ス
ペ
ー
ス
が
削

減
さ
れ
た
の
が
投
書
欄
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
朝
野
』
と
の
比
較
を

通
じ
て
、
自
紙
の
主
張
に
反
す
る
異
論
を
掲
載
す
る
か
否
か
で
両
紙
は
対
照
的
な

態
度
を
採
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
明
治
初
期
の
『
東
日
』
が
新
聞
界
で
主
導
的
な
役
割
を

果
た
し
得
た
理
由
の
一
つ
に
、
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
な
紙
面
構
成
を
と
る
こ
と
が

で
き
た
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
総
合
力
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研

究
で
は
、
社
説
や
投
書
の
言
説
と
い
っ
た
「
言
論
面
」
の
内
実
が
検
討
さ
れ
て
き

た
が
、
今
後
は
そ
う
し
た
「
言
論
面
」
が
紙
面
全
体
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ

て
き
た
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
同
紙
の
場
合
は
「
言
論
面
」
だ
け
で

な
く
「
報
道
面
」
の
充
実
化
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
た
め
、
両
者
の
関
係
性
を
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
本
稿
は
明
治
八
年
の
『
東
日
』
と
い
う
限
ら
れ
た
期
間
に
お
け
る

限
ら
れ
た
媒
体
を
分
析
し
た
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
今
後
は
よ
り
期
間
と
対
象
を
拡

大
し
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
は
後
日
の
課
題
と
し
た
い
。

【
註
釈
】

（
１
）

代
表
的
な
研
究
で
、
以
下
の
註
に
て
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、

坂
本
多
加
雄
「
福
地
源
一
郎
の
政
治
思
想
―
「
漸
進
主
義
」
の
方
法
と
課

題
」（
杉
原
志
啓
編
『
坂
本
多
加
雄
選
集
�

近
代
日
本
精
神
史
』
藤
原
書

店
、
二
〇
〇
五
所
収
〔
初
出：

一
九
七
九
〕）、
岡
安
儀
之
「
政
論
新
聞
化
と

読
者
啓
蒙
―
『
東
京
日
日
新
聞
』
入
社
期
の
福
地
源
一
郎
を
中
心
に
」（『
武

蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』
四
〇
―
一
、
二
〇
〇
九
）、
五
百
旗
頭
薫
「
福
地

源
一
郎
研
究
序
説
―
「
東
京
日
日
新
聞
」
の
社
説
よ
り
」（
坂
本
一
登
・
五
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百
旗
頭
薫
編
著
『
日
本
政
治
史
の
新
地
平
』
吉
田
書
店
、
二
〇
一
三
所
収
）、

江
田
道
雄
「
福
地
桜
痴
と
漸
進
主
義
―
東
京
日
日
新
聞
の
社
説
を
中
心
と
し

て
」（『
法
政
史
学
』
八
〇
、
二
〇
一
三
）
等
が
あ
る
。

（
２
）

例
え
ば
西
田
長
寿
『
明
治
時
代
の
新
聞
と
雑
誌
』（
至
文
堂
、
一
九
六

一
）
三
九
―
四
一
頁
。

（
３
）

例
え
ば
『
東
日
』
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
三
谷
博
「
公
論
空

間
の
創
発
―
草
創
期
の
『
評
論
新
聞
』」（
鳥
海
靖
ほ
か
編
『
日
本
立
憲
政
治

の
形
成
と
変
質
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
）
等
が
あ
る
。

（
４
）
「
東
京
日
日
新
聞
」（
杉
浦
正
執
筆
）『
国
史
大
辞
典
』。

（
５
）

最
近
の
研
究
で
は
、
黒
川
貢
三
郎
・
石
川
徳
幸
『
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム

新
聞
の
誕
生
と
そ
の
軌
跡
』（
櫻
門
書
房
、
二
〇
一
三
、
三
八
頁
）
等

が
あ
る
。
た
だ
し
、
同
書
を
始
め
と
し
て
多
く
の
概
説
書
に
見
ら
れ
る
評
価

と
し
て
、『
東
日
』
が
「
御
用
」
化
に
よ
っ
て
優
先
的
・
独
占
的
な
情
報
提

供
を
政
府
か
ら
受
け
て
い
た
と
い
う
点
は
、
近
年
再
検
討
さ
れ
て
い
る
。
詳

し
く
は
岡
田
昭
夫
『
明
治
期
に
お
け
る
法
令
伝
達
の
研
究
』（
成
文
堂
、
二

〇
一
三
、
二
〇
三
―
二
〇
四
頁
）、
拙
報
告
「『
東
京
日
日
新
聞
』
の
「
御

用
」
化
に
関
す
る
一
考
察
―
「
太
政
官
記
事
印
行
御
用
」
の
再
検
討
」（
メ

デ
ィ
ア
史
研
究
会
第
二
二
七
回
月
例
研
究
会
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
等
を
参

照
の
こ
と
。

（
６
）

こ
の
方
法
を
用
い
る
場
合
、
多
少
の
誤
差
（
例
え
ば
、
本
来
な
ら
ば
海
外

情
報
欄
に
掲
載
さ
れ
る
べ
き
ニ
ュ
ー
ス
が
国
内
情
報
欄
に
掲
載
さ
れ
る
ケ
ー

ス
等
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
本
稿
で
は
記
事
全
体
の
概

観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
厳
密
な
分
類
や
整
理
は
こ
こ
で
は

目
指
さ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
「
誤
差
」
が
概
観
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
著

し
い
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
は
個
別
に
指
摘
す
る
。

（
７
）

こ
の
時
期
の
『
東
日
』
の
部
数
に
つ
い
て
は
、
明
治
八
年
度
（
明
治
七
年

七
月
〜
明
治
八
年
六
月
）
の
段
階
で
二
、
二
二
九
、
一
一
五
部
と
他
紙
に
圧

倒
的
な
差
を
付
け
て
い
た
が
、
明
治
九
年
度
（
明
治
八
年
七
月
〜
明
治
九
年

六
月
）
に
は
二
、
九
三
三
、
九
九
八
部
と
さ
ら
に
部
数
を
伸
ば
し
、
他
紙
と

の
差
を
広
げ
て
い
る
（
山
本
武
利
『
近
代
日
本
の
新
聞
読
者
層
』
法
政
大
学

出
版
局
、
二
〇
〇
六
、
四
〇
二
頁
）。

（
８
）

な
お
著
者
は
既
に
両
事
件
に
お
け
る
『
東
日
』
の
言
説
に
つ
い
て
は
別
の

機
会
に
学
会
発
表
を
行
っ
て
い
る
（
以
下
の
註
を
参
照
）
た
め
、
本
稿
で
は

各
事
件
に
お
け
る
言
説
分
析
は
最
低
限
に
留
め
、
あ
く
ま
で
紙
面
構
成
を
中

心
と
し
た
分
析
を
行
う
。

（
９
）
『
東
日
七
十
年
史
』
東
京
日
日
新
聞
社
、
一
九
四
一
、
二
一
頁
。

（
１０
）
「
新
聞
紀
行
日
報
社
願
出
ニ
付
申
立
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
録
』

明
治
七
年
・
第
一
一
巻
）。
な
お
、
こ
の
「
新
聞
原
稿
」
は
同
紙
が
「
御
用

相
勤
候
に
付
〔
…
〕
奉
窺
候
」
た
め
に
政
府
へ
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１１
）

各
欄
目
の
配
置
順
に
つ
い
て
は
、
第
一
面
に
官
庁
関
係
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

次
に
「
東
京
日
日
新
聞
」（
社
説
）、
そ
れ
か
ら
「
雑
報
」「
寄
書
」（
投
書

欄
）
と
続
き
、
前
後
に
「
外
報
」（
外
信
）
が
、
ま
た
時
に
よ
り
解
説
記
事

（
連
載
物
）
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
最
後
に
「
相
場
」「
物
価
」「
広

（
公
）
告
」
と
続
い
た
（『
毎
日
新
聞
百
年
史

1872

↓1972

』
毎
日
新
聞
社
、

一
九
七
二
、
四
三
六
頁
）。

（
１２
）

本
稿
に
お
け
る
「
海
外
情
報
」
と
は
、
記
事
上
か
ら
�
外
国
人
に
よ
る
海

外
情
勢
に
関
す
る
記
事
�
外
国
人
に
よ
る
日
本
情
勢
に
関
す
る
記
事
（
い
ず

れ
も
海
外
紙
の
転
載
と
い
う
体
裁
を
と
る
こ
と
が
多
か
っ
た
）
�
日
本
人
に

よ
る
海
外
情
報
に
関
す
る
記
事
（
主
に
連
載
記
事
と
い
う
体
裁
が
と
ら
れ

た
）
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
も
の
を
指
す
。
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（
１３
）

官
庁
情
報
は
、
基
本
的
に
「
下
附
」
さ
れ
た
情
報
を
掲
載
す
る
た
め
、
同

紙
の
意
向
は
あ
ま
り
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。
そ
の
他
の
欄
目

（「
物
価
」「
相
場
」「
広
（
公
）
告
」「
報
告
」）
も
公
式
情
報
を
転
載
し
た
も

の
が
多
く
、
掲
載
の
位
置
や
分
量
も
ほ
ぼ
一
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
稿
で
は

分
析
の
対
象
外
と
し
た
。

（
１４
）

代
表
的
な
も
の
に
岡
安
儀
之
「「
平
民
」
民
権
家
・
福
地
源
一
郎
の
「
国

民
」
形
成
論
―
士
族
平
民
民
権
論
争
を
中
心
に
」（『
歴
史
』
一
一
〇
、
二
〇

〇
八
）
等
が
あ
る
。
な
お
著
者
も
こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
第
二
次
民

選
議
院
論
争
と
『
東
京
日
日
新
聞
』
―
そ
の
「
思
想
」
と
「
表
現
」
の
両
側

面
か
ら
」（『
年
報
日
本
思
想
史
』
一
四
、
二
〇
一
五
年
三
月
刊
行
予
定
）
を

発
表
予
定
で
あ
る
。

（
１５
）

た
だ
し
、
こ
れ
に
は
人
的
な
要
因
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即

ち
、
六
月
下
旬
よ
り
地
方
官
会
議
が
始
ま
り
、
そ
の
書
記
官
に
任
命
さ
れ
た

福
地
が
一
時
的
に
『
東
日
』
を
離
れ
た
た
め
、
新
た
に
社
説
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
が
主
に
海
外
記
事
の
翻
訳
を
担
当
し
て
い
た
末
松
謙
澄
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
海
外
情
報
の
掲
載
が
滞
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
１６
）

詳
し
く
は
前
掲
拙
稿
「
第
二
次
民
選
議
院
論
争
と
『
東
京
日
日
新
聞
』」

を
参
照
。

（
１７
）

明
治
八
年
一
二
月
八
日
社
説
『
東
日
』。

（
１８
）

詳
し
く
は
岡
安
儀
之
「
福
地
源
一
郎
に
お
け
る
「
輿
論
」
と
「
国
民
」
―

華
士
族
を
め
ぐ
る
論
争
を
題
材
に
」（『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
三
四
、
二
〇
一

三
）
を
参
照
。

（
１９
）

そ
れ
ま
で
の
紙
面
は
横
三
段
二
頁
だ
っ
た
が
、
紙
面
改
革
後
は
縦
三
〜
五

段
四
頁
の
構
成
と
な
っ
た
。

（
２０
）

註
（
４
）
を
参
照
。

（
２１
）

有
山
輝
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
〇
年
の
時
点
で
も
「
日
本
の
新
聞
社
は

独
自
の
海
外
取
材
網
を
も
た
ず
〔
…
〕
ロ
イ
タ
ー
勢
の
ニ
ュ
ー
ス
の
受
信
者
、

し
か
も
正
規
受
信
者
で
は
な
く
、
中
古
ニ
ュ
ー
ス
の
転
載
受
信
者
で
あ
っ

た
」（『
情
報
覇
権
と
帝
国
日
本
�

海
底
ケ
ー
ブ
ル
と
通
信
社
の
誕
生
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
、
一
五
二
頁
）
と
い
う
。

（
２２
）

各
記
事
の
概
要
は
次
の
通
り
。
第
一
回
（
九
月
一
〇
日
）：

「
米
国
〔
独

立
記
念
日
の
様
子
に
つ
い
て
〕」「
仏
蘭
西
〔
洪
水
の
被
害
に
つ
い
て
〕」、
第

二
回
（
九
月
一
三
日
）：

「
米
国
留
学
の
談

一
」、
第
三
回
（
九
月
二
三

日
）：

「
米
国
留
学
の
談

二
」、
第
四
回
（
九
月
二
六
日
）：

「
題
名
な

し
〔
米
国
新
聞
抄
訳
〕」、
第
五
回
（
一
一
月
一
八
日
）：

「
題
名
な
し

〔
ジ
ョ
ン
ソ
ン
元
大
統
領
の
死
去
に
つ
い
て
〕」「
西
班
牙
〔「
オ
ー
リ
ス
ト

党
」
の
反
乱
に
つ
い
て
〕、
第
六
回
（
一
一
月
二
二
日
）：

「
博
覧
会
用
意

の
景
況
」、
第
七
回
（
一
二
月
三
日
）：

「
米
国
雑
報
」「
土
耳
古
の
有
様
」。

な
お
記
事
の
題
名
に
つ
い
て
「

」
で
示
し
た
も
の
は
原
題
、〔

〕
で
示

し
た
も
の
は
著
者
に
よ
る
補
注
を
意
味
す
る
。

（
２３
）

横
山
は
大
倉
組
の
副
頭
取
を
務
め
た
人
物
で
、
当
時
は
ロ
ン
ド
ン
支
店
長

と
し
て
英
国
に
滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
記
事
は
、
横
山
か
ら
『
東
日
』
に
送

ら
れ
て
き
た
「
該
〔
龍
動
〕
府
刊
行
の
一
小
冊
子
」
を
翻
訳
し
て
連
載
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
２４
）

明
治
八
年
一
〇
月
三
日
「
欧
羅
巴
通
信
」『
東
日
』。
こ
こ
で
ガ
ゼ
ル
ン
は

「
日
耳
曼
政
府
は
台
湾
島
を
割
領
せ
ん
こ
と
を
支
那
政
府
に
談
判
し
」
て
い

る
と
の
記
事
を
紹
介
し
た
上
で
「
台
湾
の
如
き
、
比
隣
の
地
を
し
て
日
耳
曼

駐
兵
の
地
た
ら
し
む
る
は
日
本
帝
国
に
益
あ
り
と
は
信
ぜ
ざ
る
な
り
」
と
警

告
し
て
い
る
。
な
お
、
彼
の
記
事
で
は
度
々
「
日
耳
曼
政
府
」
に
関
す
る
否

定
的
な
記
述
が
確
認
で
き
る
。
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（
２５
）

明
治
八
年
一
一
月
二
日
「
欧
羅
巴
通
信
」『
東
日
』。

（
２６
）

例
え
ば
王
�
穎
「
明
治
初
期
の
対
ロ
シ
ア
観
―
樺
太
問
題
を
め
ぐ
る
諸
新

聞
の
議
論
」（『
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
三
六
、
二
〇
一
四
）
等
を
参
照
。
な
お

『
東
日
』
で
も
、
九
月
一
六
日
・
一
八
日
に
「
樺
太
沿
革
」
と
い
う
欄
を
設

置
し
、
樺
太
・
千
島
交
換
条
約
締
結
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
解
説
し
た
「
倫

敦
タ
イ
ム
ス
」
の
記
事
を
転
載
し
て
い
る
。

（
２７
）

こ
の
点
に
つ
い
て
は
情
報
の
バ
イ
ア
ス
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
記
事

の
発
信
地
を
考
え
た
場
合
、
例
え
ば
ロ
シ
ア
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
イ

ギ
リ
ス
か
ら
発
信
さ
れ
た
横
山
の
記
事
は
反
露
色
が
強
く
、
ま
た
英
国
の
利

益
を
優
先
的
に
論
じ
る
傾
向
が
強
い
。
一
方
の
ガ
ゼ
ル
ン
の
記
事
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
か
ら
見
た
欧
州
情
勢
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ロ
シ
ア
に
対
す

る
警
戒
心
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
。

（
２８
）

一
連
の
論
争
に
つ
い
て
は
塩
出
浩
之
「
征
韓
・
問
罪
・
公
論
―
江
華
島
事

件
前
後
の
対
朝
鮮
政
策
を
め
ぐ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
争
」（
前
掲
『
日
本

政
治
史
の
新
地
平
』
所
収
）
が
詳
し
い
。
ま
た
、
著
者
も
拙
報
告
「
江
華
島

事
件
と
『
東
京
日
日
新
聞
』
―
「
報
道
」
と
「
言
論
」
の
両
側
面
か
ら
」

（
第
一
一
一
回
史
学
会
大
会
報
告
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）
に
て
分
析
を

行
っ
て
い
る
。

（
２９
）

な
お
、
こ
の
記
事
は
露
清
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

（
３０
）

そ
の
掲
載
回
数
と
分
量
は
、
一
一
月
が
五
回
（
四
九
五
〇
字
）、
一
二
月

が
六
回
（
八
一
二
五
字
）
と
な
っ
て
い
る
。
両
月
に
お
け
る
海
外
情
報
欄
の

割
合
は
低
く
な
っ
て
い
る
（
五
％
と
二
％
）
が
、
こ
の
連
載
を
海
外
情
報
と

し
て
計
算
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
六
％
（
一
一
月
）
と
七
％
（
一
二
月
）
に

上
昇
す
る
。
八
月
以
降
の
紙
面
構
成
を
考
え
れ
ば
、
決
し
て
低
く
な
い
数
値

と
言
え
よ
う
。

（
３１
）

一
一
月
二
日
・
七
日
・
八
日
・
九
日
「
欧
羅
巴
通
信
」『
東
日
』。
ま
た
一

二
月
三
日
「
米
国
通
信
」
を
始
め
、
そ
の
他
の
海
外
情
報
欄
で
も
ト
ル
コ
問

題
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
る
。

（
３２
）

こ
の
時
の
社
説
で
は
「
コ
ー
カ
ン
ト
人
は
魯
の
守
兵
を
鏖
に
し
、
シ
ヤ
カ

ン
ト
の
賊
も
亦
未
だ
平
定
せ
ず
」
と
報
じ
て
い
る
。

（
３３
）

明
治
八
年
一
一
月
三
〇
日
社
説
（
末
松
謙
澄
執
筆
）
で
は
「
我
日
本
は
海

表
に
隔
絶
せ
る
を
以
て
之
を
欧
州
の
諸
国
に
比
す
れ
ば
実
に
思
は
ざ
る
の
天

幸
を
得
た
り
と
云
ふ
可
し
」
と
論
じ
て
い
る
。

（
３４
）

こ
う
し
た
「
亜
細
亜
大
陸
」
論
は
、
こ
の
社
説
だ
け
で
な
く
、
他
に
も
一

〇
月
六
日
、
一
二
日
、
一
一
月
二
七
日
（
青
萍
小
史
執
筆
）、
三
〇
日
（
末

松
謙
澄
執
筆
）
社
説
で
も
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
『
東
日
』
が
集
中
的

に
論
じ
て
い
た
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

（
３５
）

な
お
図
表
で
は
海
外
情
報
欄
の
割
合
が
減
少
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

際
は
一
〇
月
に
常
置
化
さ
れ
た
「
雑
録
」
欄
に
相
当
な
海
外
情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
同
欄
は
『
朝
野
』
を
主
宰
す
る
成
島
柳
北
が
編
集
・
執
筆
を
手

掛
け
た
欄
（
鵜
飼
新
一
『
朝
野
新
聞
の
研
究
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
五
、

六
頁
）
で
あ
る
た
め
、
図
表
で
は
社
説
欄
に
分
類
し
た
が
、
こ
れ
を
「
海
外

情
報
」
に
組
み
込
ん
で
計
算
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
そ
の
割
合
は
―
多

少
の
減
少
が
見
ら
れ
る
も
の
の
―
あ
ま
り
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
。

・
一
〇
月
：
海
外
情
報
…
一
〇
％
（「
雑
録
」
分
は
二
〇
九
三
字
）

・
一
一
月
：
海
外
情
報
…
六
％
（「
雑
録
」
分
は
七
八
八
九
字
）

・
一
二
月
：
海
外
情
報
…
七
％
（「
雑
録
」
分
は
二
五
九
九
字
）

た
だ
し
、
こ
の
結
果
を
言
い
換
え
る
と
、
事
件
の
発
生
に
際
し
て
『
朝

野
』
は
特
に
そ
の
紙
面
構
成
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
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（
３６
）

江
華
島
事
件
が
発
生
し
て
か
ら
終
結
す
る
ま
で
の
期
間
（
明
治
八
年
一
〇

月
〜
明
治
九
年
二
月
）
に
お
い
て
『
朝
野
』
で
は
事
件
に
関
す
る
投
書
は
計

六
六
件
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
う
ち
朝
鮮
へ
の
出
兵
を
支
持
・
容
認
す
る
投

書
は
一
〇
件
程
確
認
で
き
た
。
な
お
『
朝
野
』
と
同
様
の
編
集
方
針
を
採
っ

て
い
た
の
が
『
東
京
曙
新
聞
』（
征
韓
派
）
で
あ
り
、
計
四
八
件
の
投
書
の

う
ち
、
朝
鮮
へ
の
出
兵
に
反
対
す
る
も
の
が
一
三
件
程
確
認
で
き
た
。

（
３７
）

明
治
八
年
一
〇
月
一
四
日
投
書
『
朝
野
』（
松
田
壽
）。

（
３８
）

明
治
八
年
一
〇
月
一
七
日
投
書
『
朝
野
』（
小
泉
有
本
）。

（
３９
）

明
治
八
年
一
〇
月
二
四
日
投
書
『
朝
野
』（
高
貫
天
橋
）。
な
お
高
貫
は

「
三
叉
口
に
住
む
士
族
」
と
名
乗
っ
て
い
る
。

（
４０
）

前
掲
塩
出
論
文
、
一
一
四
―
一
一
六
頁
。

（
４１
）

た
だ
し
、
同
紙
が
常
に
こ
う
し
た
編
集
方
針
を
採
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
「
華
士
族
の
家
禄
」
を

め
ぐ
る
投
書
間
で
の
論
争
で
は
、
福
地
の
主
張
に
反
す
る
も
の
―
即
ち
、
家

禄
の
廃
止
に
反
対
す
る
投
書
も
敢
え
て
掲
載
す
る
こ
と
で
「
議
論
を
活
性
化

し
よ
う
と
し
」
て
い
た
（
前
掲
岡
安
論
文
「
福
地
源
一
郎
に
お
け
る
「
輿

論
」
と
「
国
民
」」
九
八
頁
）。
な
ぜ
、
時
期
に
よ
っ
て
編
集
方
針
に
差
異
が

生
じ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
今
後
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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《
参
考
資
料
�
》
：
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
紙
面
構
成
（
明
治
８
年
１
月
～
１２
月
）

備
考
：
「
そ
の
他
」
の
欄
目
名

「
西
洋
事
物
紀
原
」（
８
回
）

「
近
世
功
名
伝
」

「
近
世
功
名
伝
」（
８
回
）

「
近
世
功
名
伝
」

「
欧
羅
巴
通
信
」（
３
回
）

「
亜
米
利
加
通
信
」（
４
回
）「
樺
太
沿
革
」（
２
回
）

「
欧
羅
巴
通
信
」（
４
回
）「
朝
鮮
新
報
」（
６
回
）

「
欧
羅
巴
通
信
」（
４
回
）「
米
国
通
信
」（
２
回
）「
弁
白
」

「
米
国
通
信
」
「
弁
駁
」

註
１
：
分
量
は
総
字
数
（
＝
行
数
×
１
行
当
た
り
の
字
数
）
で
算
出
し
た
。

※
１
行
当
た
り
の
字
数
：
１
頁
目
…
３０
字
、
２
頁
目
以
降
…
２５
字

註
２
：
発
刊
日
や
官
庁
情
報
の
掲
載
量
の
多
寡
に
よ
っ
て
各
月
で
総
分
量
は
異
な
る
が
、
１
日
当
た
り
の
お
お
よ
そ
の
平
均
字
数
は
８６
００
字
で
あ
る
。

註
３
：「
論
説
」
欄
は
「
海
外
情
報
」
に
含
め
た
が
、
以
下
の
三
件
は
例
外
と
し
て
、
割
合
を
算
出
す
る
際
に
は
下
記
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

�
１
月
１３
日
記
事
（
一
部
：
１７
２５
字
）
→
「
寄
書
」／
�
２
月
１３
日
記
事
（
１０
２５
字
）
→
「
寄
書
」／
�
２
月
２６
日
記
事
（
１１
７５
字
）
→
「
国
内
情
報
」

註
４
：「
電
報
」
欄
で
は
、
例
外
的
に
９
月
２３
日
記
事
（
１０
０
字
）
が
国
内
電
報
（
大
坂
電
報
）
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
割
合
を
算
出
す
る
際
に
は
「
国
内
情
報
」
の
分
類
し
た
。

註
５
：「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
割
合
を
算
出
す
る
際
に
は
下
記
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

�
「
西
洋
事
物
紀
原
」・
「
近
世
功
名
伝
」
→
「
社
説
」（
当
初
は
社
説
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
連
載
が
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
）

�
「
欧
羅
巴
通
信
」「
亜
米
利
加
通
信
」「
樺
太
通
信
」「
米
国
通
信
」「
朝
鮮
新
報
」
→
「
海
外
情
報
」
�
「
弁
白
」「
弁
駁
」
→
除
外
（
例
外
的
・
臨
時
的
に
設
け
ら
れ
た
欄
目
の
た
め
）

註
６
：
附
録
や
号
外
に
つ
い
て
は
分
析
の
対
象
外
と
し
た
。

合
計 分
量

２３
４７
４０

２１
９７
４０

２４
４２
９０

２１
８１
８０

２３
７６
２５

２３
６３
６０

２３
００
８４

２４
０４
５６

２３
５７
２３

２４
５６
１５

２１
５８
８５

２１
８４
８０

合
計

分
量

２３
４７
４０

２１
９７
４０

２４
４２
９０

２１
８１
８０

２３
７６
２５

２３
６３
６０

２３
００
８４

２４
０４
５６

２３
５７
２３

２４
５６
１５

２１
５６
３５

２１
８０
５５

回
数
２７ ２５ ２８ ２６ ２８ ２７ ２８ ２８ ２６ ２８ ２５ ２６

そ
の
他 分
量 ０ ０
７６
５０
１２
２０
８２
７５ ６７
５ ０

４５
００
７３
２５

１５
５２
５

９３
００
１３
００

割
合

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

回
数 ０ ０ ８ １ ８ １ ０ ３ ６ １０ ７ ２

寄
書 分
量

４８
０７
５

３４
４０
０

６７
６７
５

４２
５７
５

７５
３５
０

８７
７７
５

８２
７６
４

９２
９８
２

８４
４２
５

６８
９５
０

４５
４５
０

６１
８７
５

投
書 分
量

４９
８０
０

３５
４２
５

６７
６７
５

４２
５７
５

７５
３５
０

８７
７７
５

８２
７６
４

９２
９８
２

８４
４２
５

６８
９５
０

４５
４５
０

６１
８７
５

回
数
２５ １８ ２６ ２５ ２８ ２７ ２７ ２７ ２６ ２６ ２３ ２４ 割
合

２１
％

１６
％

２８
％

２０
％

３２
％

３７
％

３６
％

３９
％

３６
％

２８
％

２１
％

２８
％

論
説 分
量

５８
００
６５
２５
１４
５０
１３
５０
２８
５０ ０ ０
１１
００
１２
００
９５
７５ ０ ０

海
外
情
報

分
量回
数 ３ ５ ２ １ ２ ０ ０ １ １ ７ ０ ０

２２
９９
５

２３
８０
０

４１
５０

１０
１２
５

７６
００
２０
５０ ０
９９
００

１３
４０
０

２８
５０
０

１０
６０
０

４２
２５

外
報 分
量

１５
５５
０

１９
０２
５

２７
００
８７
７５
４７
５０
２０
５０ ０
４３
００
４８
７５
３０
２５
１２
００
２６
００

回
数
１４ １８ ６ ７ ６ ２ ０ ５ ６ ６ ２ ３

割
合

電
報 分
量

３３
７０ ４５
０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
１０
０
３７
５
３５
０
７５
０

１０
％

１１
％
２
％
５
％
３
％
１
％
０
％
４
％
６
％

１２
％
５
％
２
％

回
数 ７ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ２

雑
報 分
量

１０
６１
６０

１０
５１
７５

１０
６９
６０

１０
３４
８５

８２
５４
０

９１
２２
０

９７
０９
５

８１
４７
９

７４
７２
０

８６
３８
０

１０
３７
２５

９０
７２
５

国
内
情
報 分
量

１０
６１
６０

１０
６３
５０

１０
６９
６０

１０
３４
８５

８２
５４
０

９１
２２
０

９７
０９
５

８１
４７
９

７４
８２
０

８６
３８
０

１０
３７
２５

９０
７２
５

回
数
２７ ２５ ２８ ２６ ２８ ２７ ２８ ２８ ２６ ２８ ２５ ２６ 割
合

４５
％

４８
％

４４
％

４７
％

３５
％

３９
％

４２
％

３４
％

３２
％

３５
％

４８
％

４２
％

社
説 分
量

５５
７８
５

５４
１６
５

５７
８５
５

６０
７７
５

６３
８６
０

５４
６４
０

５０
２２
５

５６
０９
５

６３
０７
８

６１
７８
５

５５
８６
０

６１
２３
０

社
説 分
量

５５
７８
５

５４
１６
５

６５
５０
５

６１
９９
５

７２
１３
５

５５
３１
５

５０
２２
５

５６
０９
５

６３
０７
８

６１
７８
５

５５
８６
０

６１
２３
０

回
数
２７ ２５ ２７ ２６ ２８ ２７ ２８ ２８ ２６ ２８ ２５ ２６ 割
合

２４
％

２５
％

２７
％

２８
％

３０
％

２３
％

２２
％

２３
％

２７
％

２５
％

２６
％

２８
％

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月
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《
参
考
資
料
�
》
：
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
紙
面
構
成
（
明
治
８
年
１
月
～
６
月
）

備
考
：
「
そ
の
他
」
の
欄
目
名

「
祝
辞
」・
「
建
白
」・
「
正
誤
」・
「
社
告
」

「
建
白
」・
「
土
耳
古
事
情
」

「
社
告
」

「
祝
詞
」

「
本
社
稟
白
」（
４
回
：
１
回
は
「
稟
白
」）

註
１
：
分
量
は
総
字
数
（
＝
行
数
×
１
行
当
た
り
の
字
数
）
で
算
出
し
た
。

※
１
行
当
た
り
の
字
数
：
２３
字
（
１
月
～
３
月
）、
２５
字
（
４
月
～
６
月
）

註
２
：『
東
日
』
の
分
析
時
と
同
様
に
、
官
庁
情
報
（「
公
布
」「
公
判
」「
録
事
」）
や
「
物
品
時
価
」・
「
公
告
」「
告
知
」
欄
は
対
象
外
と
し
た
。

註
３
：
発
刊
日
や
官
庁
情
報
の
掲
載
量
の
多
寡
に
よ
っ
て
各
月
の
総
分
量
は
異
な
る
が
、
お
お
よ
そ
の
１
日
当
た
り
の
平
均
字
数
は
５５
００
字
で
あ
る
。

註
４
：「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
は
、
割
合
を
算
出
す
る
際
に
は
下
記
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

�
「
建
白
」（
２
回
：
２２
５４
字
）
→
「
投
書
」／
�
「
土
耳
古
事
情
」（
３８
１８
字
）
→
「
海
外
情
報
」

�
そ
の
他
（「
祝
辞
」「
正
誤
」「
社
告
」「
祝
詞
」「
本
社
稟
白
」）
→
除
外
（
臨
時
的
・
例
外
的
に
設
け
ら
れ
た
欄
目
の
た
め
）

註
５
：
附
録
や
号
外
に
つ
い
て
は
分
析
の
対
象
外
と
し
た
。

合
計 分
量

１４
０２
０８

１３
７７
４７

１５
０２
１３

１５
３２
５０

１７
２５
００

１４
１０
８２

合
計

分
量

１３
８７
３６

１３
７７
４７

１４
９１
５５

１５
２７
５０

１７
２５
００

１３
９８
２５

回
数 ２６ ２５ ２８ ２６ ２８ ２７

そ
の
他 分
量

２３
４６

４１
１７

１０
５８ ５０
０ ０

１２
５７

割
合

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

回
数 ４ ４ １ １ ０ ４

投
書 分
量

６２
５３
７

５９
４５
５

５７
８９
１

３８
５７
５

４５
９２
５

２７
０２
５

投
書 分
量

６３
４１
１

６０
８３
５

５７
８９
１

３８
５７
５

４５
９２
５

２７
０２
５

回
数 ２４ ２３ ２８ ２１ ２６ １９

割
合

４６
％

４４
％

３９
％

２５
％

２７
％

１９
％

外
国
新
報 分
量

７８
４３

３８
１８

２３
４６

８２
５０

１８
００ ０

海
外
情
報 分
量

７８
４３

６５
５５

２３
４６

８２
５０

１８
００ ０

回
数 １３ ９ ４ ５ ３ ０

割
合

６
％

５
％

２
％

５
％

１
％

０
％

西
京
新
報 分
量 ０ ０

７３
６

３７
５

２７
００

１１
２５

国
内
情
報

分
量回
数 ０ ０ ２ １ ６ ３

５８
７１
９

６３
６６
４

６３
０８
９

６８
１７
５

７８
３２
５

７０
２７
５

大
坂
新
報 分
量

４２
３２

６８
７７

４３
７０

６７
００

９５
７５

６８
００

回
数 ９ １４ １０ １４ １８ ８

諸
県
報
知 分
量

２１
６４
３

２２
４２
５

２２
６７
８

２５
５０
０

１８
０５
０

１７
０７
５

割
合回
数 ２６ ２３ ２４ ２３ １８ １５

４２
％

４６
％

４２
％

４５
％

４５
％

５０
％

府
下
雑
報 分
量

３２
８４
４

３４
３６
２

３５
３０
５

３５
６０
０

４８
００
０

４５
２７
５

回
数 ２６ ２４ ２８ ２６ ２８ ２７

論
説 分
量

８７
６３

６６
９３

２５
８２
９

３７
７５
０

４６
４５
０

４２
５２
５

社
説 分
量

８７
６３

６６
９３

２５
８２
９

３７
７５
０

４６
４５
０

４２
５２
５

回
数 ５ ５ １６ ２５ ２８ ２６

割
合

６
％

５
％

１７
％

２５
％

２７
％

３０
％

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

１
月

２
月

３
月

４
月

５
月

６
月

明 治 ８ 年 明 治 ８ 年
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《
参
考
資
料
�
》
：
『
朝
野
新
聞
』
の
紙
面
構
成
（
明
治
８
年
９
月
～
１２
月
）

註
１
：
分
量
は
総
字
数
（
＝
行
数
×
１
行
当
た
り
の
字
数
）
で
算
出
し
た
。

※
１
行
当
た
り
の
字
数
：
２３
字

註
２
：『
東
日
』
の
分
析
時
と
同
様
に
、
官
庁
情
報
（「
官
令
」「
裁
判
」）
や
「
電
報
」「
物
価
」「
報
告
」
欄
は
分
析
の
対
象
外
と
し
た
。

※
な
お
『
朝
野
』
の
「
電
報
」
欄
は
、
主
に
相
場
情
報
を
伝
え
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

註
３
：
発
刊
日
や
官
庁
情
報
の
掲
載
量
の
多
寡
に
よ
っ
て
各
月
の
総
分
量
は
異
な
る
が
、
お
お
よ
そ
の
１
日
当
た
り
の
平
均
字
数
は
７９
００
字
で
あ
る
。

註
４
：「
雑
録
」
欄
は
、
９
月
４
日
ま
で
は
「
雑
話
」
と
の
欄
名
で
あ
っ
た
。

註
５
：
こ
の
他
に
「
稟
告
」
欄
が
１０
月
２７
日
に
１
回
設
け
ら
れ
た
（
４６
２
字
）
が
、
表
で
は
省
略
し
た
。

註
６
：
附
録
や
号
外
に
つ
い
て
は
分
析
の
対
象
外
と
し
た
。

合
計 分
量

１９
５７
７８

１９
６２
４０

１６
６２
９８

１９
５９
７６

合
計 分
量

１９
５７
７８

１９
６２
４０

１６
６２
９８

１９
５９
７６

回
数

２４ ２５ ２２ ２４ 割
合

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

１０
０
％

投
書 分
量

６８
３７
６

７２
２７
０

６３
６２
４

６１
４６
８

投
書 分
量

６８
３７
６

７２
２７
０

６３
６２
４

６１
４６
８

回
数

２４ ２５ ２２ ２４ 割
合

３５
％

３７
％

３８
％

３１
％

海
外
新
報 分
量

１８
７６
６

１２
５４
０

５６
１０

１０
６４
８

海
外
情
報 分
量

１８
７６
６

１２
５４
０

５６
１０

１０
６４
８

回
数

２４ ２１ １１ １７ 割
合

１０
％

６
％

３
％

５
％

海
内
新
報 分
量

５９
６４
２

５０
９０
８

４５
３４
２

５５
８１
４

国
内
情
報 分
量

５９
６４
２

５０
９０
８

４５
３４
２

５５
８１
４

回
数

２４ ２５ ２２ ２４ 割
合

３０
％

２６
％

２７
％

２８
％

雑
録 分
量

１７
３３
６

２６
０９
２

１９
６２
４

２５
９８
２

社
説

分
量

４８
９９
４

６０
５２
２

５１
７２
２

６８
０４
６

回
数

２０ ２５ ２２ ２４

論
説 分
量

３１
６５
８

３４
４３
０

３２
０９
８

４２
０６
４

割
合

２５
％

３１
％

３１
％

３５
％

回
数

２４ ２５ ２２ ２４

９
月

１０
月

１１
月

１２
月

９
月

１０
月

１１
月

１２
月
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